
  

資料７ 

４章 地域の特色を生かした発展 
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宮崎市は、平成 18 年１月に佐土原町、田野町、高岡町と合併し、平成 22 年

3 月に清武町と合併しました。第四次宮崎市総合計画後期基本計画は、1 市 4 町

の合併後、はじめて策定する基本計画です。 

旧宮崎市域と旧佐土原町域、旧田野町域、旧高岡町域、旧清武町域は、宮崎

東諸県広域圏の一員として密接な関係を持ち、ともに発展してきましたが、そ

れぞれ異なる歴史や文化を持ち、地勢や気候風土、産業構造にも違いがありま

す。 

合併後は、福祉や教育などで全市共通の制度を取り入れ、いち早く住民福祉

の向上に取り組みました。また、市域の均衡ある発展のため、道路や公園、上

下水道や情報通信網、文教施設などの社会基盤の整備も進めています。 

第四次総合計画後期基本計画においても、宮崎市全体が一体感を持ちながら、

それぞれのまちづくりが進められるよう、各町域で特色ある施策を展開してい

きます。 

 

 

１ 総合計画と新市建設計画・新市基本計画 

 

(1) 総合計画における新市建設計画及び新市基本計画の位置づけ 

第四次総合計画は平成20年度からの10年間の宮崎市のまちづくりの基本理念

を示したものです。この基本理念のもと、総合計画で設定された基本目標を達

成し、宮崎市の将来像である「活力と緑あふれる太陽都市…みやざき…」を新

市全体で実現するため、新市建設計画及び新市基本計画は実施されることにな

ります。 

 

 

(2) 新市建設計画 

① 計画期間 

新市建設計画の計画期間は平成17年度から平成26年度、第四次総合計画の計

画期間は平成20年度から平成29年度までとなっています。 

両計画は整合性を持って実施され、新市建設計画期間終了後も総合計画に基

づく各種施策は引き続き３町域で進められており、均衡ある市域の形成が図ら

れています。 
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② 基本目標 

新市建設計画は、まちづくりの方向として６つの柱（基本目標）を掲げてい

ますが、第四次総合計画では５つの基本目標に整理されています。 

３町域においても、それぞれの地域の特性を生かしながら、基本目標の達成

に向けた役割を果たしていくことになります。 

 

 

(3) 新市基本計画 ・・・【新設】 

 ① 計画期間 

第四次総合計画の計画期間は平成20年度から平成29年度、新市基本計画の計

画期間は平成22年度から平成31年度までとなっています。 

両計画は整合性を持って実施され、均衡ある市域の形成が図られます。 

 

② 基本目標 

清武町域においては、地域の特性を生かしながら、５つの基本目標の達成に

向けた役割を果たしていくことになります。 
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２ 町域ごとの方向 

 

(1) 佐土原町域 

●新市建設計画における佐土原町域のサブテーマ 

「躍動をはぐくむ安らぎと潤いのある地域」 

 

① 町域の概要 

佐土原町域には、中世は主に伊東氏の拠点であり、後に島津領となって幕末

まで続いた佐土原城の城跡をはじめ、中世から江戸期にかけての歴史的文化遺

産が多く残されています。 

町域は宮崎市北部に位置しており、西に低丘陵地が広がるものの概ね平坦な

地形で、北端は一ツ瀬川をはさんで新富町と接し、宮崎市の北の玄関口として

の役割を担っています。 

 

② 基本目標の達成方針 

基本目標１ 市民が主体となったまちづくりと効率的で信頼される行財政運営 

佐土原町域は、古くから続く伝統ある地域と都市化された新興住宅地が混在

する町域ですが、地域自治区地域協議会を中心に住民自治を進めるとともに、

５つの小学校区ごとの地域づくり協議会などと協働して、市民が主体のまちづ

くりを進めます。  

 

基本目標２ 自然と共生し快適に暮らせるまち 

町域内の豊かな自然環境を生かし、自然とふれあえる環境づくりに取り組み

ます。 

市民の憩いの場となる都市公園などの活用を図り、土地区画整理事業や市営

住宅等の整備による快適でやすらぎのある住環境の整備を進めます。 

また、幹線道路や生活道路、上下水道などの都市基盤の整備を進めます。 

 

基本目標３ ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち 

在宅福祉サービスの提供と施設福祉の充実に取り組むとともに、住民同士が

ともに助け合うボランティア活動を普及・浸透させ、高齢者や障害者など町域

住民一人一人が自立していきいきと安心して暮らせるまちづくりを進めます。 

また、佐土原保健センターを拠点として、住民の健康づくりを推進します。 
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基本目標４ 活気があふれ、いきいきと働けるまち 

町域を代表する施設園芸、畜産、養鰻など農林水産業の振興を図るとともに、

宮崎テクノリサーチパークを拠点に産学官が連携した工業振興に取り組みます。 

また、石崎の杜歓鯨館の温泉施設を活用し、市民の保養と健康増進を図りま

す。 

 

基本目標５ 郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち 

久峰総合公園や佐土原町域体育館、歓鯨館プールなどを活用し、市民スポー

ツの振興を図ります。 

国指定史跡「佐土原城跡」をはじめとした歴史的遺産を活用して、地域間の

交流を進める拠点となる施設整備を行い、地域の活性化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

※町域の概念図（まちづくりの方向）を表記します。 
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(2) 田野町域 

●新市建設計画における田野町域のサブテーマ 

「自然豊かで住みやすい魅力ある都市づくり」 

 

① 町域の概要 

田野町域は宮崎市南西部に位置し、鰐塚山系を中心とした丘陵地に囲まれ、

緑豊かな田園地帯が広がっています。 

町域には、縄文時代の大規模集落である本野原遺跡など、先史時代の遺跡が多

く分布しています。また、雨太鼓や城攻め踊り、棒踊りなどの民俗芸能も大切

に伝承されています。 

現在では、宮崎市を代表する農業生産地であるとともに、交通の利便性を生

かして製造業を始めとする企業の立地も進んでいます。 

 

② 基本目標の達成方針 

基本目標１ 市民が主体となったまちづくりと効率的で信頼される行財政運営 

田野町域は、伝統と文化を重んじる町域で、民俗芸能なども大切に伝承され

ています。地域自治区地域協議会を中心に住民自治を進めるとともに、各地区

まちづくり協議会などを活動の拠点として、これまで培ってきた文化や地域の

特色を生かした住民主体のまちづくりを進めます。 

 

基本目標２ 自然と共生し快適に暮らせるまち 

土地区画整理事業や公園、市営住宅等の整備により快適な住環境を提供する

とともに、幹線道路や生活道路、上下水道などの都市基盤の整備を進めます。 

高度情報通信サービスを推進し、情報格差の解消に努めます。 

 

基本目標３ ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち 

宮崎市立田野病院を地域医療の基幹施設と位置づけ、地域の保健・医療・福

祉機関との連携のもと、住民に良質で安全な医療、介護、福祉を提供します。 

田野保健センターを拠点として、住民の健康づくりを推進します。 
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基本目標４ 活気があふれ、いきいきと働けるまち 

葉たばこや干し大根で有名な田野町域の基幹産業である農業の振興のため、

農業基盤の整備や後継者の育成、ブランド産地づくりなどを目指します。 

高速道路のインターチェンジが位置するなど立地条件にも恵まれ、先端技術

を持った企業や環境関連の企業が進出しています。進出企業に魅力的な環境を

提供し、さらなる企業誘致を進めます。 

 

基本目標５ 郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち 

町域内の各スポーツ施設を活用し、スポーツを通じて世代間の交流や地域間

の交流を活発にすることでスポーツの振興を図ります。 

国指定史跡「本野原遺跡」の保存と活用、町域の伝統を引き継ぐ民俗芸能の

伝承に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

※町域の概念図（まちづくりの方向）を表記します。 
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(3) 高岡町域 

●新市建設計画における高岡町域のサブテーマ 

「人がいきいき、まちがいきいき 元気とやさしさをはぐくむビタミン地域」 

 

① 町域の概要 

高岡町域は三方を丘陵山系に囲まれ、中央部を大淀川が東流しています。 

また、町域は古代から中世には、南九州一帯に形成された島津荘に関係する

穆佐院と呼ばれ、もともと島津氏と関連の深い土地柄ですが、藩政期には高岡

郷・穆佐郷として薩摩藩領となり幕末に至っています。 

町域内には国道 10 号や国道 268 号が通り、本市と周辺市町、あるいは鹿児島

県や熊本県へつながる交通の要衝となっています。 

 

② 基本目標の達成方針 

基本目標１ 市民が主体となったまちづくりと効率的で信頼される行財政運営 

地域自治区地域協議会を中心に 6 地区の自治公民館連絡協議会などと連携し

て、地域の人材を発掘・育成し、既存の公民館施設や新たな地域コミュニティ

拠点を活用しながら、地域性のあるまちづくりを進め、地域振興を図ります。 

 

基本目標２ 自然と共生し快適に暮らせるまち 

高岡麓の歴史的街なみの保存整備を進め、美しい景観を再生します。また、

土地区画整理事業や市営住宅等の整備により快適な住環境を提供するとともに、

幹線道路、生活道路や上下水道などの都市基盤の整備を進めます。 

高度情報通信網サービスの推進や地域イントラネットの活用により、情報格

差の解消に努めます。 

天ケ城公園をはじめ、市民の憩いの場である公園を整備・活用し、緑豊かな

環境や景観の保全に取り組みます。 

 

基本目標３ ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち 

高岡福祉保健センター（穆園館）を拠点として、住民の健康づくりを推進し

ます。また、老人福祉施設などを活用しながら、地域に密着した福祉サービス

を提供します。 

高岡西部地区住民の悲願であった防災機能を兼ね備えた高岡交流プラザの整

備に伴い、今後も地域の活性化と地域防災体制の強化に努めます。 
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基本目標４ 活気があふれ、いきいきと働けるまち 

きゅうり、みかん、茶、畜産を中心とした農業が基幹産業となっており、引

き続き、安全・安心な農作物の生産やブランド化を振興していくとともに、農

業農村整備事業の進捗に努め、担い手へ農地の利用集積を図ることで、農家経

営の安定を目指します。 

また、農村環境に恵まれた本町域において、去川地区をモデル地区として、

都市と農村の交流事業を進めます。 

本市の中核的工業団地である宮崎ハイテク工業団地に、企業誘致を進めます。 

 

基本目標５ 郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち 

教育・文化施設の整備・充実に努めます。 

国指定史跡である「穆佐城跡」や「二見家住宅」など、町域に残る史跡、文

化遺産の保存・活用を図るとともに、郷土の偉人高木兼寛を広く顕彰していき

ます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

イメージ 

※町域の概念図（まちづくりの方向）を表記します。 
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(4) 清武町域 ・・・【新設】 

●新市基本計画における清武町域のサブテーマ 

「光る個性と交流が織りなす文教田園地域」 

 

 ① 町域の概要 

清武町域は、清武川などの豊かな水資源や緩やかな地形などの快適な自然環

境に恵まれ、農林業及び電子部品や医薬品などの製造業が盛んな地域です。 

交通面においては、宮崎自動車道・東九州自動車道双方が利用可能な清武ジ

ャンクションがあり、交通の要所となっています。 

幕末の儒学者、安井息軒生誕の地であり、また、複数の高等教育機関が位置

する、教育の核となる地域でもあります。 

 

② 基本目標の達成方針 

基本目標１ 市民が主体となったまちづくりと効率的で信頼される行財政運営 

新たな市域の一体性を醸成するため、歴史的な経過を踏まえながら、地域や

世代を超えた様々な交流を促進し、ふれあいのあるコミュニティの形成、ボラ

ンティアやＮＰＯ法人等の各種団体活動の活性化等に努めながら、地域特性を

活かした特色ある施策を進め、市民が主体となったまちづくりを進めます。 

 

基本目標２ 自然と共生し快適に暮らせるまち 

幹線道路や生活道路、上下水道などの都市基盤の整備を進めるとともに、清

武駅周辺の整備により公共交通拠点性の向上を図ります。また、土地区画整理

事業や公園、市営住宅の整備により、快適な生活環境づくりを進めます。 

 

基本目標３ ともに支え合い、安全で、安心して暮らせるまち 

清武保健センターや清武総合福祉センターを、保健・医療・福祉の核となる

施設として位置づけ、その機能の充実を図りつつ、宮崎大学医学部附属病院、

ボランティアやＮＰＯ法人などの各種団体と連携しながら、保健・医療・福祉

が一体となった総合的な支援体制の確立に努めます。 
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基本目標４ 活気があふれ、いきいきと働けるまち 

電子部品製造業を軸に地場企業の育成強化及び立地企業の増強に努めるとと

もに、宮崎大学などの高等教育機関と連携し、安全・安心の農業や食品加工業、

医療・福祉器具の製造業などの「健康」をテーマとした新しい時代に対応する

産業づくりを進めます。 

また、加納地区については、都市機能の充実に併せて、商業・サービス業の

振興に努めます。 

 

基本目標５ 郷土を誇りに思い、心豊かな人が育つまち 

清武町文化会館や清武総合運動公園などを地域の拠点として生かし、新市の

他の地域の拠点施設と連携しながら、いつでも、どこでも、だれでも、自由に

多彩な文化活動、生涯学習や生涯スポーツなどに参加できる環境づくりを進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

※町域の概念図（まちづくりの方向）を表記します。 


